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次の人は水泳ができません 

○ 水泳カードに緊急連絡先・平熱の記載がない人 

○ 体温が平熱より明らかに高い人 

○ 朝食をとってこない人 

○ 頭、おなかのいたい人 

○ しっしん等のある人 

○ その他保健室から連絡のある人 

○ 「保護者印」が押印されていない人 

○ 水泳学習に関する忘れ物がある人 

【水泳カード記入上の注意】 
○体温は起床時に計る。 
○参加の有無は、保護者の観察で○×を記入する。 
○保護者がペン書きをし、必ず押印する。 

 

例 



水泳の記録          名前                
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５・６年生用 月／日 みとめ印 

特級２ 平泳ぎで１００ｍ泳ぐことができる。   

特級１ クロールで１００ｍ泳ぐことができる。   

１級 平泳ぎで５０ｍ泳ぐことができる。   

２級 クロールで５０ｍ泳ぐことができる。   

３級 平泳ぎで２５ｍ泳ぐことができる。   

４級 ヘルパーをつけて、呼吸をしながら平泳ぎで２５ｍ泳ぐことができる。   

５級 ヘルパーをつけて、呼吸をしながら平泳ぎで１３ｍ以上泳ぐことができる。   

６級 ビート板をつかって、顔をあげて１３ｍ以上平泳ぎキックができる。   

７級 クロールで２５ｍ泳ぐことができる。   

８級 クロールで２０ｍ泳ぐことができる。   

９級 呼吸をしながらクロールで１３ｍ泳ぐことができる。   

１０級 面かぶりクロールが１０ｍ以上泳ぐことができる。   

１１級 ビート板を使って呼吸をしながらバタ足が１３ｍ以上できる。   

１２級 けのびからバタ足で７ｍ泳ぐことができる。   

１３級 ふしうき（５秒）とけのび（５ｍ）をして、立つことができる。   

１４級 頭までもぐって、水中ジャンプが３回以上できる。（ボビング）   

泳力認定証 

          級 
あなたは、今年の水泳学習をとてもよくがん

ばりました。これからもさらに泳ぐ力が伸びる

ようにがんばりましょう。 

令和元年８月 さいたま市立本太小学校長 

水泳の注意 

１ 先生のいうことをよく聞きましょう。 

２ 体の具合の悪いときは、水泳をやめましょう。 

３ 泳いでいるとき、気持ちが悪くなったら先生に

言ってすぐにプールから上がりましょう。 

４ 水から出たら、水をよくふきとりましょう 

５ 終わりには、体や目をよく洗い、うがいをしま

しょう。 

今年の目標 


